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19
回
目
を
迎
え
る
マ
ス

タ
ー
ズ
甲
子
園
２
０
２
２

は
11
月
19
日
と
20
日
に
開

か
れ
る
。
主
催
は
全
国
高

校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
連

合
、
共
催
は
朝
日
新
聞

社
。
大
阪
代
表
戦
は
20
日

だ
。
対
戦
相
手
は
愛
媛
県

代
表
。

　

こ
の
日
を
め
ざ
し
て
大

阪
府
予
選
大
会
が
４
月
３

日
〜
８
月
14
日
に
開
催
さ

れ
て
い
る
。

　

萬
谷
和
彦
監
督
（
63
）

率
い
る
布
施
高
校
野
球
部

Ｏ
Ｂ
会
も
大
阪
府
予
選
大

会
に
出
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
数
は
約
１
０
０
人
。

31
年
に
わ
た
り
萬
谷
監
督

は
約
５
０
０
人
の
部
員
を

育
て
て
き
た
。
そ
の
う
ち

５
分
の
１
が
Ｏ
Ｂ
会
に
入

り
、
月
２
回
花
園
中
央
公

園
野
球
場
で
練
習
に
励
ん

で
い
る
。

　

４
月
23
日
は
１
回
戦
で

浪
速
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

に
12
対
７
で
逆
転
勝
ち
し

た
。
２
回
戦
は
５
月
に
北

陽
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
と

の
試
合
。
勝
ち
進
ん
で
甲

子
園
に
立
つ
こ
と
を
夢
見

る
選
手
た
ち
の
横
顔
は
ま

る
で
現
役
高
校
生
の
よ
う

だ
。

　

布
施
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ

会
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
メ

ン
バ
ー
の
杉
之
原
明
さ
ん

（
☎
０
７
０
―
８
９
５
８

―
２
６
４
４
）
へ
。

熱弁をふるうグレンコ・アンドリーさん

国
際
社
会
が
取
る
べ
き
対
応

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

マスターズ甲子園2022マスターズ甲子園2022

2022・5・1

　

足
の
赴
く
ま
ま
に
新
緑
の
公
園
を
歩

く
。
選
ん
だ
ビ
ー
ル
は
プ
レ
ミ
ア
ム
だ
っ

た
。
連
想
し
た
の
は
期
待
外
れ
で
あ
っ
た

東
京
証
券
取
引
所
の
プ
ラ
イ
ム
市
場
で
あ

る
。

　

従
来
の
東
証
１
部
、
２
部
、
ジ
ャ
ス
ダ

ッ
ク
、
マ
ザ
ー
ズ
の
４
市
場
が
再
編
さ
れ
、
４
月

か
ら
「
プ
ラ
イ
ム
」「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」「
グ
ロ
ー

ス
」
が
始
動
。
最
上
位
の
プ
ラ
イ
ム
市
場
に
、
旧

東
証
第
１
部
２

１
７
７
社
か
ら

１
８
３
９
社
（
２
９
５
社
は
経
過
措
置
）
が
移
行

し
た
。「
プ
ラ
イ
ム
」と
は
最
も
重
要
な
、主
要
な
、

最
高
位
の
、
極
上
の
意
味
を
も
つ
。

　

東
証
が
狙
う
プ
ラ
イ
ム
対
象
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
機
関
投
資
家
に
よ
る
投
資
対
象
と
な
り
う
る
よ

う
な
高
い
流
動
性
を
持
っ
た
企
業
規
模
と
海
外
投

資
家
と
建
設
的
な
対
話
を
通
じ
て
成
長
を
目
指
す

と
い
う
経
営
の
質
を
備
え
た
企
業
で
あ
る
。
な
ら

ば
、「
最
低
流
通
株
式
時
価
総
額
１
０
０
億
円
」

を
１
０
０
０
億
円
と
し
、
対
象
は
文
字
通
り
プ
ラ

イ
ム
ら
し
く
厳
選
３
０
０
社
（
日
経
平
均
株
価
銘

柄
２
２
５
社
）
だ
。
で
な
い
と
時
価
総
額
な
ど
が

希
釈
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

危
惧
し
て
い
た
こ
と
が
起
き
た
。
プ
ラ
イ
ム
上

場
企
業
の
執
行
役
員
（
子
会
社
常
務
）
が
某
大
学

の
社
会
人
向
け
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
講
座
で「
生
娘
」

「
シ
ャ
ブ
漬
け
」
と
不
適
切
発
言
。
常
務
を
解
任

し
、
グ
ル
ー
プ
役
員
へ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
順
守

を
研
修
で
徹
底
す
る
と
発
表
。
世
間
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
導
入
か
ら

20
年
超
、
だ
が
実
態
は
こ
の
程
度
だ
。
秒
数
を
数

え
な
が
ら
頭

こ
う
べを
垂
れ
る
だ
け
の
謝
罪
会
見
に
恥
を

知
れ
と
言
い
た
い
。

　

企
業
経
営
（
者
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
視
座
か
ら

の
環
境
と
人
権
問
題
な
ど
に
配
慮
し
た
エ
シ
カ
ル

（
倫
理
的
）
経
営
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
「
プ
ラ
イ
ム
」
と
い
う
な
ら
ば
、
企

業
価
値
を
プ
ラ
イ
ム
に
す
る
こ
と
だ
。
ふ
さ
わ
し

い
市
場
を
探
す
こ
と
も
必
要
。
そ
れ
で
初
め
て
プ

ラ
イ
ム
ら
し
い
プ
ラ
イ
ム
市
場
が
実
現
す
る
。

晴耕雨読

プ
ラ
イ
ム
で
な
い
東
証
プ
ラ
イ
ム

株
式
会
社
三
笠
鉄
工
所

も
の
だ
。

　

次
々
と
新
し
い
人
材

を
入
れ
、
会
社
を
活
性

化
し
、
業
績
を
伸
ば
し

て
い
る
。
従
業
員
71
人

の
男
女
比
率
は
男
性
58

％
、
女
性
42
％
。
雇
用

割
合
は
日
本
人
48
％
に

対
し
ベ
ト
ナ
ム
人
52

％
。
工
場
内
を
見
学
す

る
と
、
若
い
ベ
ト
ナ
ム

人
女
性
が
あ
ち
こ
ち
で

活
躍
し
て
お
り
、
驚
い

た
。
日
本
人
と
ベ
ト
ナ

ム
人
に
対
す
る
待
遇
は

等
し
く
、
ベ
ト
ナ
ム
人

の
役
職
者
も
い
る
。

　
「
仕
事
も
人
生
の
一

部
。
だ
か
ら
、
当
社
で

働
い
て
よ
か
っ
た
と
従

業
員
に
思
っ
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
で
話
す

瑞み
ず

々み
ず

し
い
三
笠
社
長

を
見
て
い
る
と
、
日
本

の
将
来
も
ま
ん
ざ
ら
で

は
な
い
気
が
し
た
。

訪ねて
を

61

だ
。
そ
の
後
、
株
式
会

社
三
笠
鉄
工
所
に
入

る
。
前
社
長
の
急
逝
に

よ
り
、
入
社
１
年
後
に

28
歳
で
７
代
目

社
長
に
就
任
し

た
。

　

社
長
に
な
っ

て
会
社
に
経
営

理
念
が
な
い
こ

と
に
は
た
と
気

付
い
た
。
経
営

理
念
が
な
い
会

社
に
未
来
は
な

い
と
考
え
、
専

門
家
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な

が
ら
経
営
理
念
を
作
っ

た
。
冒
頭
に
紹
介
し
た

人
を
大
切
に
す
る
と
い

う
哲
学
が
込
め
ら
れ
た

　
「
人
を
大
切
に
し
て

い
れ
ば
、巡
っ
て
く
る
」

　

三
笠
剛
社
長
（
36
）

＝
写
真
＝
の
言
葉
を
聞

い
て
、
し
び
れ
た
。
企

業
は
人
な
り
と
い
う

が
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ

が
企
業
繁
栄
の
金
言

だ
。

　

１
９
５
５
年
創
業
の

株
式
会
社
三
笠
鉄
工
所

は
Ｎ
Ｃ
旋
盤
と
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
使
っ

て
ア
ル
ミ
製
品
の
加
工

を
主
に
行
っ
て
い
る
。

主
要
加
工
品
は
自
動
車

部
品
。

　

近
畿
大
学
理
工
学
部

電
気
電
子
工
学
科
卒
業

後
、
お
客
さ
ん
の
会
社

で
３
年
間
修
行
を
積
ん

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

5日  ゲスト ： まぎ～マモルさん
　　　　　　 「イベント出演3000回突破」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

12日  今月の感動話
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

19日  ゲスト ： 橋口大さん
  「倫理実践で社内の雰囲気が明るく和やかに」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

26日  話題の本「ウクライナ侵攻に至るまで」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

5月

主要加工品は自動車部品

社長　三笠　剛
八尾市西弓削1-47
TEL 072-949-0216

株式会社三笠鉄工所

常に前向きな三笠剛社長

若いベトナム人女性がオペレーターとして活躍

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：h
ttp
://w

w
w
.y
a
o
k
y
o
.n
e
t/
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八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

八
尾
市
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丁
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２
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式
会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―

12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
６
３―

２
６
０
６

◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

株
式
会
社
河
内
鉄
工
所

堺
市
堺
区
北
庄
町
３
丁
１―

17

河
内 

修

代
表
取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

２
２
１―

４
４
５
５

自
社
製
作
金
型
に
よ
る
品
質
管
理
・
短
納
期
対
応

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
積
極
的
に
開
発
・
販
売

（
サ
ー
モ
セ
ン
サ
ー
付
き
足
踏
み
式
消
毒
液
ス
タ
ン
ド
）

逃げるんだ・登るんだ

津波による人的被害を
ゼロにしたい

平成27年度大阪府　中小企業新商品購入制度の認定商品

避難階段の決定版  簡易設置式くさり階段

NPO法人 災害避難研究所
                           （理事長 松茂良興治）
〒578-0932　東大阪市玉串町東 2-5-39
TEL 072-925-3450　FAX 072-922-9653
MOB 090-1020-2682

東大阪新聞 創刊90周年 記念講演会

平穏死からコロナまで

令和４年 （2022 年）５月７日 （土）
14：00～16：00（開場 13：30）
東大阪市文化創造館 大ホール

東大阪市御厨南２－３－４
TEL 06－4307－5772

　2500人以上看取り平穏死の尊さを訴え続ける長尾和宏医師は、コロナ禍のなか1200人以上のコロナ患者の
診療に当たっている。町医者が最初の砦になり感染拡大を防ぐことが何より重要だと力説する長尾医師。
　東大阪新聞創刊 90周年記念に 「生と死を見つめて～平穏死からコロナまで」 と題して講演いただきます。

生と死を見つめて

主催   　株式会社東大阪新聞社

入場無料
申込不要

問い合わせ 
☎ ０７２－９２６－５１３４

長尾クリニック院長・医学博士 長尾和宏講師

入場無料
申込不要主催  文化創造倶楽部

大阪における新聞の歴史関連講演会

講師 株式会社新風書房 代表取締役　福山琢磨
令和４年（2022年）５月７日（土）
10：00～ 11：30（開場 9：30） 東大阪市文化創造館　創造支援室C1・C2

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

　
　
　

に
至
る
ま
で

四六判 284 頁並製本
定価3,300 円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

２
０
１
４
年
１
月
〜
２
０
２
２
年
３
月
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
現
実
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
綴
っ
た
連
載
小
説
が
一
冊

に
。
マ
イ
ダ
ン
革
命
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
ま
で
。

河
内
小
阪
駅
前
の
栗
林
書
房
で
発
売
中

小
野
元
裕

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会
長

誰
も
知
ら
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
素
顔

緊
急
出
版

布
施
高
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

甲
子
園
め
ざ
す

　

人
権
問
題
で
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体
が
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
・
緊
急
集
会
」
を
４
月
23
日
、
大
阪
市

立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
市
天
王
寺
区
上
本
町

６
）
で
開
い
た
。
主
催
し
た
の
は
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ

文
化
交
流
協
会
（
八
尾
市
）、
北
朝
鮮
帰
国
者
の
生

命
と
人
権
を
守
る
会
関
西
支
部
（
八
尾
市
）、
利
他

利
他
有
興
会
（
大
阪
府
）。
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

北
朝
鮮
、
中
国
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
の
人
権
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

緊
急
集
会
で
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
の
国
際
政
治
学

者
グ
レ
ン
コ
・
ア
ン
ド
リ

ー
さ
ん
（
34
）
が
「
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

国
際
社
会
が
取
る
べ
き
対

応
」と
題
し
て
講
演
し
た
。 　

ロ
シ
ア
が
な
ぜ
今
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
の
か

に
つ
い
て
、
グ
レ
ン
コ
さ

ん
は
、
ロ
シ
ア
の
指
導
層

は
帝
国
主
義
の
意
識
に
と

ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

指
摘
。
そ
の
中
に
は
２
つ

の
背
景
が
あ
る
と
い
う
。

１
つ
は
、
ソ
連
崩
壊
後
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む
14
カ

国
が
独
立
し
た
こ
と
を
、

ロ
シ
ア
は
西
洋
諸
国
に
不

当
に
領
土
を
奪
わ
れ
た
と

考
え
て
い
る
こ
と
。
も
う

１
つ
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
時

代
に
、
東
ス
ラ
ブ
の
３
民

族
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
人
・
ベ
ラ
ル
ー

シ
人
を
ひ
と
つ
の
民
族
だ

と
教
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

だ
。
歴
史
・
文
化
・
言
語

の
点
で
こ
れ
ら
は
事
実
で

は
な
い
が
、

１
０
０
年
以

上
た
っ
た
今

で
も
、
プ
ー

チ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
指

導
層
ば
か
り

で
な
く
一
般

の
ロ
シ
ア
人

に
も
こ
の
考

え
が
根
強
く

残
っ
て
い
る

と
解
説
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
ロ
シ
ア
は

「
自
分
た
ち
の
土
地
を
取

り
戻
す
」
と
い
う
彼
ら
な

り
の
〝
正
義
〞
に
基
づ
い

て
行
動
し
て
い
る
と
語
っ

た
。
こ
の
点
を
グ
レ
ン
コ

さ
ん
は
「
帝
国
主
義
の
妄

想
」
と
強
く
非
難
し
た
。

さ
ら
に
、
説
得
を
試
み
て

も
、〝
正
義
〞
を
貫
い
て

い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る

ロ
シ
ア
に
対
し
て
は
交

渉
・
妥
結
は
難
し
い
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
に
出
演
し
て

い
る
専
門
家
ら
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

動
機
を
、「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の

東
方
拡
大
の
危
惧
」「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
緩
衝
地
帯
に

し
た
い
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
重
産
業
を
重
視
し
て
い

る
」
等
と
分
析
し
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
は
第
１
の
動

機
で
は
な
い
と
説
明
。
そ

の
上
で
、
ロ
シ
ア
の
動
機

を
見
誤
っ
て
い
る
の
で
、

戦
略
に
基
づ
く
解
決
策
の

提
案
を
見
出
そ
う
と
す
る

こ
と
自
体
間
違
っ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。「
ロ
シ
ア

の
目
的
は
占
領
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
を
絶
滅
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
抵
抗
す
る
し

か
な
い
。
占
領
す
る
ま
で

戦
争
を
続
け
た
い
の
が
ロ

シ
ア
だ
」
と
厳
し
い
見
方

を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
占

領
さ
れ
た
場
合
、
ロ
シ
ア

は
ま
ず
軍
や
政
府
関
係
者

を
粛
正
し
、次
に
教
育
的
・

文
化
的
に
一
般
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
を
徹
底
的
に
〝
再

教
育
〞
す
る
と
の
見
通
し

を
示
し
た
。「
こ
ん
な
こ

と
を
許
し
て
は
い
け
な

い
」
と
グ
レ
ン
コ
さ
ん
は

強
く
訴
え
た
。
さ
ら
に
世

界
が
す
べ
き
こ
と
と
し
て

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援
と

ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁
を

挙
げ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
支
援

と
し
て
は
、
ま
ず
、
金
銭

的
支
援
と
物
資
の
支
援
、

特
に
医
療
品
の
供
給
が
常

に
必
要
だ
と
話
し
た
。
さ

ら
に
、
武
器
支
援
を
強

調
。「
最
近
、
米
英
な
ど

が
戦
車
・
大
砲
・
地
対
空

ミ
サ
イ
ル
の
供
給
を
始
め

た
が
、
導
入
の
判
断
が
遅

れ
た
こ
と
で
多
く
の
犠
牲

者
が
出
た
」
と
し
、「
国

際
社
会
の
反
応
の
遅
さ
が

毎
日
の
死
者
に
つ
な
が
っ

て
い
る
」
と
悔
し
さ
を
滲

ま
せ
た
。

　

一
方
、
日
本
に
対
し
て

は
、
日
本
の
現
状
を
理
解

し
な
が
ら
も
、「
武
器
を

送
る
こ
と
は
火
に
油
を
注

ぐ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い

が
、
侵
略
者
か
ら
命
を
救

う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
ほ
し
い
」と
訴
え
た
。 　

ロ
シ
ア
に
対
す
る
制
裁

に
関
し
て
は
、
天
然
資
源

の
調
達
を
断
ち
、
ロ
シ
ア

に
一
切
の
資
金
調
達
の
手

段
を
与
え
な
い
こ
と
が
重

要
だ
と
し
、
ロ
シ
ア
に
財

源
が
あ
る
限
り
戦
争
は
続

く
と
指
摘
し
た
。

　

講
演
会
の
冒
頭
に
は
三

重
県
議
会
議
員
の
小
林
貴

虎
さ
ん
（
48
）
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
隣
国
モ
ル

ド
バ
共
和
国
出
身
の
妻
を

も
つ
小
林
さ
ん
は
、
モ
ル

ド
バ
の
歴
史
に
触
れ
、
今

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

対
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と

と
同
様
の
こ
と
が
過
去
モ

ル
ド
バ
で
も
起
こ
っ
た
と

解
説
。
ま
た
、
モ
ル
ド
バ

へ
避
難
し
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
現

在
モ
ル
ド
バ
の
一
般
家
庭

で
保
護
さ
れ
て
い
る
と
報

告
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
日
本
ウ

ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

の
小
野
元
裕
会
長
（
52
）

が
「
日
本
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
交
流
を
続
け
て
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。
大
学
時

代
に
オ
デ
ー
サ
出
身
の
恩

師
の
薫
陶
を
受
け
て
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
関
心
を
持
っ
た

小
野
会
長
は
、
来
日
し
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
支

援
を
し
て
い
る
現
状
を
説

明
し
た
。

　

緊
急
集
会
の
最
後
に
、

北
朝
鮮
の
生
命
と
人
権
を

守
る
会
の
山
田
文
明
前
理

事
長
（
73
）
は
、「
共
通

の
権
力
犯
罪
に
対
し
て
何

を
す
べ
き
か
を
今
回
の
集

会
で
グ
レ
ン
コ
さ
ん
は
明

確
に
指
摘
し
て
く
れ
た
」

と
述
べ
た
。（
中
野
善
典
）

東
大
阪
読
書
友
の
会

４
月　

朝
が
来
る 

 

辻　

村　
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月

５
月　

ラ
イ
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ン
の
お
や
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糸

６
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し
た
の
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月　

裕　

子

７
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う
め
婆
行
状
記 

宇
江
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真　

理

９
月　

虐
げ
ら
れ
た
人
び
と 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー

10
月　

高
瀬
舟 

 

森　
　
　

鷗　

外

11
月　

老
後
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん

 
 

 

垣　
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美　

雨

12
月　

渦 
 

大　

島　

真
寿
美

１
月　

寂
聴
残
さ
れ
た
日
々 

瀬
戸
内　

寂　

聴

２
月　

姥
ざ
か
り 

 

田　

辺　

聖　

子

３
月　

あ
ち
ら
に
い
る
鬼 

井　

上　

荒　

野

会　

場　

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館

　
　
　
　
（
近
鉄
奈
良
線
河
内
永
和
駅
前
）

年
会
費　

２
、０
０
０
円

東大阪読書友の会
TEL 06-6730-6677

読
書
会

開
催
日

毎
月
第
３
火
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

令
和
４
年
度

　

甲
子
園
球
場
は
野
球
少
年
の
憧
れ
で
あ
り
目
標
。
そ
こ
を
目
指
し
て
練
習
に

励
み
汗
を
流
す
。
大
人
に
な
っ
て
も
憧
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
ん
な
〝
野
球

人
〞
の
思
い
が
マ
ス
タ
ー
ズ
甲
子
園
と
し
て
２
０
０
４
年
に
結
実
し
た
。
全
国

の
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
性
別
、
世
代
、
甲
子
園
出
場
・
非
出
場
、
元
プ

ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
な
ど

の
壁
を
越
え
出
身
校
別

に
同
窓
会
チ
ー
ム
を
結

成
し
、
憧
れ
の
舞
台
を

め
ざ
す
。

モルドバの歴史を紹介する小林貴虎県議

布施高校野球部OB会のメンバー （前列右から３人目が萬谷和彦監督）



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和４年５月１日（日）

ウクライナ避難者ウクライナ避難者のの
涙涙がが笑顔笑顔にに

　

第
１
部
の
講
演
会

で
は
、「
誤
嚥
性
肺

炎
・
窒
息
を
防
い
で

食
べ
る
に
は
」
と
題

し
て
一
般
社
団
法
人

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
代
表
の

舘
村
卓
さ
ん
が
具

体
例
を
挙
げ
な
が
ら

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
講

　

頼
る
こ

と
が
で
き

る
人
が
い

な
い
場

合
、
あ
る

い
は
家
族

と
の
折
り

合
い
が
悪

く
生
活
環

境
が
恵
ま

れ
ず
引
受

人
と
し
て

適
格
者
が
ど
う
し
て
も
見

つ
か
ら
な
い
場
合
は
更
生

保
護
施
設
へ
の
入
所
と
い

う
道
も
あ
る
。
更
生
保
護

施
設
は
、
法
務
大
臣
の
許

可
を
受
け
た
民
間
の
公
益

法
人
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

て
い
て
、
一
定
期
間
、
宿

泊
場
所
や
食
事
を
提
供
し

た
り
、
就
職
指
導
を
行
っ

た
り
し
な
が
ら
対
象
者
の

社
会
復
帰
・
自
立
を
援
助

し
て
い
る
。

　

吉
村
昭
の
小
説
「
仮
釈

放
」（
１
９
８
８
年
）
は
、

自
分
を
裏
切
っ
た
妻
を
殺

し
無
期
懲
役
の
判
決
を
受

け
、
16
年
後
に
仮
釈
放
さ

れ
る
菊
谷
史
郎
の
葛
藤
す

る
心
情
を
描
い
た
作
品
。

社
会
復
帰
の
過
程
で
、
更

生
保
護
施
設
に
入
所
直
後

に
、
保
護
司
の
清
浦
と
交

わ
す
会
話
が
あ
る
。

　
《「
こ
れ
が
五
百
円
だ
。

今
は
、
五
百
円
紙
幣
の
発

行
が
停
止
さ
れ
、
硬
貨
に

な
っ
て
い
る
」》

　
《「
あ
ん
た
が
施
設
に
入

る
前
に
は
、
出
札
口
と
い

う
の
が
あ
っ
て
、
お
金
を

出
し
、
切
符
を
買
っ
た
よ

な
。
が
、
今
で
は
、
地
方

の
小
さ
な
駅
で
な
い
か
ぎ

り
近
距
離
切
符
の
出
札
口

な
ど
な
く
、
こ
の
自
動
販

売
機
が
切
符
を
売
る
。
人

が
買
う
の
を
よ
く
み
る
よ

う
に
…
」》

20
年
近
く
刑
務
所
に
い

た
人
物
が
社
会
に
出
て
も

浦
島
太
郎
状
態
。
更
生
保

護
施
設
で
は
社
会
に
適
合

す
る
猶
予
期
間
と
し
て
、

ま
た
そ
の
間
に
仕
事
を
見

つ
け
る
時
間
と
し
て
、
過

ご
す
人
も
い
る
。
た
だ
、

現
実
は
お
酒
も
飲
め
ず
、

時
間
拘
束
も
多
い
。
刑
務

所
と
同
じ
よ
う
だ
と
感

じ
、
抜
け
出
す
人
も
稀
に

い
る
と
い
う
。

　

引
受
人
が
い
る
場
合
で

　
「
別
紙
で
Ａ
４
判
用
紙

４
枚
つ
け
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
」
と
赤
塚
副
会
長

は
話
す
。「
親
か
ら
真
夜

中
に
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

で
揉
め
た
と
か
、
今
日

帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
と

か
。
父
と
喧
嘩
し
て
出
て

い
っ
た
な
ど
、
報
告
を
受

け
た
ら
記
録
を
残
さ
な
い

と
い
け
な
い
の
で
。ま
た
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
も

保
護
司
の
役
割
・
仕
事
で

す
」

　

保
護
司
は
概
ね
、
保
護

観
察
を
受
け
て
い
る
者

（
保
護
観
察
対
象
者
）、
ま

だ
仮
釈
放
等
し
て
い
な
い

者
（
生
活
環
境
調
整
）
合

わ
せ
て
３
〜
４
人
を
受
け

持
つ
場
合
が
多
い
。

　

対
象
者
は
、
保
護
観
察

官
ま
た
は
保
護
司
の
呼
び

出
し
や
訪
問
を
受
け
た
と

き
は
こ
れ
に
応
じ
、
面

接
を
受
け
る
こ
と
な
ど

の
「
一
般
遵
守
事
項
」
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
犯
罪
性
の
あ

る
者
と
の
交
流
や
遊
興
に

よ
る
浪
費
な
ど
の
特
定
の

行
動
を
し
て
は
な
ら
な
い

な
ど
の「
特
別
遵
守
事
項
」

も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
遵
守
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
仮
釈

放
の
取
消
し
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
不
良
措
置
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。

大
阪
中
小
企
業
・
零
細
事
業
者
団
体
連
合
会

げ
ん
き
大
阪

げ
ん
き
大
阪

総
会
・
講
演
会
開
催

会　場：studio GEEX（八尾市跡部北の町3-3-21）
参加費：無料
問い合わせ：TEL 072-991-2345

演　題：なぜロシアはウクライナへ侵攻したのか
講　師：小野元裕（日本ウクライナ文化交流協会会長）
日　時：５月３日（火）朝６時30分～７時30分

八尾市倫理法人会経営者モーニングセミナー八尾市倫理法人会経営者モーニングセミナー

日　時：５月12日（木）～ 17日（火）11時～ 18時（最終日は17時まで）
会　場：大阪京橋画廊 （大阪市都島区野田町2-8-13 道木ビル2階）
 JR 京橋駅より北西徒歩5分、京阪京橋駅より徒歩3分
問い合わせ：TEL 06-6351-3134

木村直規陶展木村直規陶展　大阪の土・大阪の器　大阪の土・大阪の器

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

　

さ
ら
に
乾
杯
し
続
け
、
サ
マ
ゴ
ン
を
喉
に
流
し

込
む
。
喉
に
突
き
刺
さ
る
感
覚
が
い
い
。
口
内
に

ハ
ー
ブ
の
香
り
が
漂
う
。

　

お
母
さ
ん
に
美
味
し
い
と
目
で
合
図
す
る
と
、

満
足
そ
う
に
微
笑
む
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
空
に
な
っ
た
頃
、
サ
ー
シ
ャ

君
は
よ
う
や
く
本
来
の
表
情
を
取
り
戻
し
、
胸
の

内
に
溜
ま
っ
て
い
た
モ
ヤ
モ
ヤ
を
す
べ
て
吐
き
出

し
た
。

　
「
ロ
シ
ア
の
攻
撃
が
激
し
く
、
国
外
避
難
民
が

５
０
０
万
人
を
超
え
た
。
辛
す
ぎ
る
」

　

ス
マ
ホ
を
差
し
出
し
、
キ
エ
フ
郊
外
に
残
る
友

人
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
動
画
を
見
せ
て
く
れ
た
。

畑
は
荒
れ
て
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
弾
の
殻
が
散
ら

ば
っ
て
い
る
。
人
の
声
は
聞
こ
え
ず
、
野
良
犬
の

遠
吠
え
だ
け
が
虚
し
く
響
い
て
い
る
。

　
「
あ
ん
な
に
美
し
い
畑
だ
っ
た
の
に
…
」

　

涙
ぐ
む
彼
に
母
親
は
も
う
２
本
サ
マ
ゴ
ン
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
を
手
渡

し
た
。
今
日
は
と
こ

と
ん
付
き
合
お
う
と

腹
に
決
め
た
。

　

乾
杯
を
再
開
し
、

彼
を
元
気
付
け
た
。

　
「
５
０
０
万
人
国

外
避
難
し
た
も
の

の
、
外
国
に
は
身
の

置
き
所
が
な
い
と
痛

感
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
が
87
万
人
も
帰

国
し
た
よ
。
そ
れ

に
、
ロ
シ
ア
の
巡
洋

艦
『
モ
ス
ク
ワ
』
を

沈
没
さ
せ
た
。
ロ
シ
ア
は
一
方
的
に
マ
リ
ウ
ポ
リ

制
圧
宣
言
を
し
た
が
、
ア
ゾ
フ
ス
タ
ー
リ
製
鉄
所

に
２
０
０
０
人
が
立
て
こ
も
り
抵
抗
し
続
け
て
い

る
。
戦
い
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
」

　

私
の
言
葉
の
１
つ
１
つ
を
噛
み
締
め
る
よ
う
に

聞
い
て
い
た
サ
ー
シ
ャ
君
は
パ
ッ
と
表
情
が
明
る

く
な
っ
た
。

　
「
戦
い
は
こ
れ
か
ら
だ
」
と
私
の
言
葉
を
反
復

す
る
。
重
要
な
こ
と
を
思
い
出
し
た
よ
う
で
、
私

に
説
明
し
始
め
た
。

　

軍
隊
に
入
っ
て
い
る
友
人
か
ら
ア
ン
チ
・
ド
ロ

ー
ン
シ
ス
テ
ム
を
買
っ
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
、
資

金
集
め
を
し
て
い
る
と
い
う
。
１
２
、
０
０
０
米

ド
ル
す
る
高
価
な
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
使
え
ば
ロ

シ
ア
の
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
か
ら
身
を
守
れ
る
。
あ
と

２
０
０
０
フ
リ
ブ
ニ
ャ
足
ら
な
い
と
い
う
。

　

財
布
か
ら
１
０
０
０
フ
リ
ブ
ニ
ャ
紙
幣
を
２
枚

出
し
て
、
サ
ー
シ
ャ
君
に
手
渡
し
た
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
195　

戦いはまだまだこれから

ウクライナ

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化・スポーツ振興課 072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

3日  大阪府倫理法人会キャリア副委員長　小野元裕氏「なぜロシアはウクライナへ侵攻したのか」
10日  八尾市倫理法人会副専任幹事　大橋良子氏「倫理とお遍路 感謝行の実践」
17日  倫理研究所法人局普及事業部近畿方面長　泉憲治氏「経営者ＭＳの目的と意義」
24日  大東市倫理法人会会長　有田三千子氏「自分が変わるチャンス！ ～やると決めたら世界が変わる～」
31日  八尾市倫理法人会幹事　中山聖士氏「倫理の学びから人生で成果をつくる ～実践編～」

26日  大阪鴻池倫理法人会会員　森本昌樹氏「自ら変わることの大変さ」

12日  大阪府倫理法人会大阪北部地区副地区長　新田陽一氏「これが良い」
19日  倫理研究所法人アドバイザー　山路卓司氏「種蒔きと収穫」

6日  東大阪市倫理法人会会員　加賀谷勉氏「働きは最上の喜び 勤労歓喜」
東大阪市倫理法人会実行委員　飯田ゆか氏「倫理と私」

  

13日  倫理研究所法人レクチャラー　筧一己氏「反始慎終」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23455月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09685月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46775月の予定

20日  大阪鴻池倫理法人会幹事　吉岡篤氏「振り返るといつもそこには倫理体験がありました」
27日  茨木市倫理法人会会長　勝谷信一郎氏「タテヨコ十字の日本創生」

イ

ベ

ン

ト

情

報

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
よ
り
避
難
民
と
な
っ

た
国
内
外
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

義援金受付中

日本ウクライナ文化交流協会
〒 581-0013  八尾市山本町南 6-2-29
TEL 072-926-5134  FAX 072-921-6893

（
中
野
善
典
）

（
つ
づ
く
）

「
更
生
」と
は
な
に
か

「
更
生
」と
は
な
に
か

八
尾
地
区
保
護
司
会
に
聞
く

第
２
回

保
護
司
の
役
割
・
仕
事

左から長竹浩会計、池田大興会長、
赤塚三夫副会長

　

仮
釈
放
等
が
認
め
ら
れ

る
に
は
引
受
人
が
必
要

だ
。
引
受
人
は
、親
、き
ょ

う
だ
い
、
知
人
が
多
い
。

受
刑
者
は
引
受
人
を
指
名

し
て
保
護
観
察
所
が
調
整

す
る
。
保
護
観
察
所
か
ら

調
査
依
頼
を
受
け
た
保
護

司
が
指
名
さ
れ
た
担
当
区

の
引
受
人
を
調
査
・
調
整

す
る
。
本
当
に
引
き
受
け

る
意
思
が
あ
る
の
か
、
も

し
義
理
で
仕
方
な
く
引
き

受
け
る
よ
う
な
場
合
、
保

護
司
は
そ
の
状
況
を
報
告

す
る
。
ど
こ
で
住
ま
わ
せ

る
か
な
ど
、
何
度
も
何
度

も
意
思
確
認
を
行
う
。 ウクライナ避難民救援のための寄付に対し、⻆田禮子会長

（右から２人目）に感謝状を手渡す大松桂右八尾市長（右）

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
激
化
の
一
途
を
た

ど
り
、
何
の
罪
も
な
い
多
く
の
女
性
や
子
ど
も
た
ち
ま
で
も

が
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
八
尾

市
に
お
い
て
も
行
政
や
市
民
団
体
な
ど
が
人
道
危
機
救
援
に

向
け
た
動
き
を
進
め
て
い
る
。

八尾市女性団体連合会が募金活動に奔走

　

日
本
政
府
は
、
生
命
の

危
機
に
直
面
す
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
人
び
と
を
支
援
す

る
た
め
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か

ら
第
三
国
に
逃
れ
た
避
難

者
を
日
本
で
受
け
入
れ
る

考
え
を
表
明
し
て
お
り
、

八
尾
市
に
お
い
て
も
大
阪

府
が
掲
げ
て
い
る
生
活
・

住
居
・
教
育
・
仕
事
の
４

本
柱
を
中
心
と
し
た
支
援

策
に
合
わ
せ
受
け
入
れ
に

向
け
た
調
整
を
進
め
る
と

と
も
に
、
３
月
18
日
よ
り

市
役
所
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
な
ど
13
カ
所
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救

援
金
受
付
窓
口
を
設
置
し

て
い
る
。

　

４
月
８
日
に
は
よ
り
多

く
の
協
力
を
呼
び
掛
け
る

た
め
に
図
書
館
・
体
育
館
・

市
立
病
院
な
ど
40
カ
所
に

拡
大
し
、
連
日
市
民
ら
が

募
金
に
訪
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
八
尾
市

女
性
団
体
連
合
会
で
は
３

月
１
日
に
八
尾
市
へ
ロ
シ

ア
に
対
す
る
非
難
決
議
を

要
請
す
る
と
と
も
に
各
地

区
の
委
員
ら
有
志
が
募
金

活
動
に
奔
走
。

　

４
月
11
日
に
は
、
⻆
田

禮
子
会
長
ら
が
集
ま
っ
た

５
２
５
、４
２
６
円
を
寄

演
し
た
。

　

第
２
部
の
総
会
で

は
、
同
会
顧
問
の
田

中
誠
太
前
八
尾
市
長

（
写
真
）
の
挨
拶
を

皮
切
り
に
、
松
川
る

い
参
議
院
議
員
と
武

田
良
太
衆
議
院
議
員

が
来
賓
と
し
て
祝
辞

を
述
べ
た
。

　

最
後
に
同
会
会
長
の
尾

立
源
幸
元
参
議
院
議
員
が

挨
拶
を
し
た
。

　

引
き
続
き
、
同
会
顧
問

弁
護
士
、
岩
倉
一
二
さ
ん

の
発
声
に
よ
り
、
約
５
０

０
人
の
参
加
者
が
元
気
よ

く
杯
を
掲
げ
た
。

　

大
阪
中
小
企
業
・
零
細
事
業
者
団
体
連
合
会
「
げ
ん
き
大
阪
」（
尾
立
源
幸

会
長
、
八
尾
市
柏
村
町
４
―
２
５
４
）
の
総
会
と
講
演
会
が
４
月
15
日
に
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
北
区
中
之
島
５
）
で
開
か
れ
た
。

500人参加

あ
っ
て
も
行
方
が
分
か
ら

な
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

そ
う
な
る
と
保
護
司
と
保

護
観
察
官
で
探
す
こ
と
に

な
る
。

　
「
昔
、
西
成
の
ド
ヤ
が

い
を
探
し
て
見
つ
け
出
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
保

護
観
察
官
は
い
ろ
ん
な
情

報
（
例
え
ば
、
過
去
の
交

友
関
係
な
ど
）
を
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
。
対
象
者
は

所
持
金
も
少
な
い
こ
と
も

あ
り
、
す
ぐ
に
見
つ
か
り

ま
し
た
」
と
八
尾
地
区
保

護
司
会
の
赤
塚
三
夫
副
会

長
（
70
）
は
述
懐
す
る
。

保
護
司
の
役
割
・
仕
事

　

保
護
観
察
官
は
毎
月
保

護
司
か
ら
送
ら
れ
る
報
告

書
を
読
み
、
必
要
に
応
じ

て
保
護
司
に
対
し
て
意
見

を
求
め
る
。
報
告
書
は
Ａ

３
判
用
紙
１
枚
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
上
書
く
必
要
が
あ

る
場
合
は
裏
面
に
書
く
。

付
す
る
た
め
に
八
尾
市
役

所
を
訪
問
し
直
接
大
松
桂

右
八
尾
市
長
に
手
渡
し
た
。

　

⻆
田
会
長
は
「
八
尾
市

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
基
金

を
設
立
し
て
、
商
工
会
議

所
を
始
め
と
し
た
官
民
一

体
で
、
た
だ
受
け
入
れ
る

だ
け
で
な
く
、
衣
・
食
・

住
・
仕
事
の
隅
々
ま
で
行

き
届
い
た
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
避
難
者
の
涙
が

笑
顔
に
変
わ
る
よ
う
に
、

我
々
も
河
内
の
人
情
味
を

全
開
に
お
世
話
に
努
め
た

い
」
と
話
し
た
。

　

大
松
桂
右
市
長
は
次
の

よ
う
に
感
謝
の
気
持
ち
を

述
べ
、
⻆
田
会
長
に
感
謝

状
を
手
渡
し
た
。「
八
尾
市

に
拠
点
を
置
き
、
既
に
避

難
者
の
受
け
入
れ
を
始
め

て
い
る
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ

文
化
交
流
協
会
の
小
野
元

裕
会
長
と
も
協
議
し
、
全

く
知
ら
な
い
土
地
に
来
ら

れ
る
方
々
の
来
訪
を
想
定

し
て
、
官
民
の
垣
根
を
越

え
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
、

住
宅
の
確
保
な
ど
を
始
め

て
い
る
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
お
気
持
ち
を
有
意
義

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
避
難
者

支
援
に
努
め
た
い
」。

　

第
83
回
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
（
ザ
・
ニ
ッ
チ
）
が
５
月
か
ら

始
ま
る
。
主
催
は
八
尾
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
。

　

少
人
数
の
ゼ
ミ
方
式
で
さ
ま
ざ
ま
な
な
国
の
生
活
や
文
化
を
知
る
市
民
座
談
会
。
５

回
シ
リ
ー
ズ
。

　

１
回
目
は
５
月
15
日
（
日
）
に
「
今
伝
え
た
い　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
魅
力
」
と
題
し
て
、

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
会
長
で
本
紙
社
長
の
小
野
元
裕
（
52
）
が
話
を
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
八
尾
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
２
―
９
２
４
―

３
３
３
１
）
へ
。

在日ウクライナ大使館
公式ツイッター

ウ
ク
ラ
イ
ナ
発
信
の

情
報
を
知
ろ
う

第83回国際理解セミナー第83回国際理解セミナー
THE NICHETHE NICHE（ザ・ニッチ）（ザ・ニッチ）

５月から開催
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